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令和５年　第２回山形村議会定例会令和５年　第２回山形村議会定例会
　令和５年 第２回山形村議会定例会が６月６日開会し、16日まで11日間開催された。
　令和５年度補正予算など16件（陳情・請願１件、報告2件、承認4件、同意2件、議案７件）を審議し、全議案を可決した。
　一般質問は8人が登壇し、8日に村政全般について質問を行なった。

請願
陳情

承　認
第５号

承　認
第６号

議　案
第32号
議　案
第33号

議　案
第33号
の反対
討　論

議　案
第35号

議　案
第36号

議　案
第37号

議　案
第38号

工事請負費
事業費608万３千円

備品購入費
総事業費236万円

価格高騰緊急
支援交付金

総事業費１千955万円

新型コロナウイルス
ワクチン接種費
事業費344万８千円

水道事業補助金
総事業費１千556万８千円

新規就農者支援事業
事業費120万円

議 案 内 容
「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願書
「小泉政権下で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられた義務教育費国庫負担制度につい
て」教育の機会均等と義務教育制度の堅持及び負担率の復元をもとめるもの
令和４年度山形村一般会計補正予算（第10号）の専決処分の承認を求めることについて
　※歳入歳出総額に５千825万円を追加し、総額を43億624万３千円とするもの
　　公共施設整備基金積立金　６千500万円など
令和５年度山形村一般会計補正予算（第１号）の専決処分の承認を求めることについて
　※歳入歳出総額に２千648万９千円を追加し、総額を37億８千648万９千円とするもの
　※子育て世帯生活支援特別給付金事業費（その他分）680万６千円
　　新型コロナウイルスワクチン接種事業２千210万７千円
令和５年度除雪ドーザの買入れについて
　※委託業者へ貸し出すための物品購入契約　契約金額１千320万円
山形村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
　※スマホによる印鑑登録証明書の申請が可能となったため等の措置

令和５年度山形村一般会計補正予算（第２号）
　※歳入歳出総額に５千486万９千円を追加し、総額を38億４千135万８千円とするもの
　　詳細については、別添のとおりです。
令和５年度山形村介護保険特別会計補正予算（第１号）
　※歳入歳出総額に18万６千円を追加し、総額を６億８千983万７千円とするもの
令和５年度山形村水道事業会計補正予算（第１号）
　※原油価格・物価高騰に伴う家計支援事業（水道基本料金３ヶ月減免）による補正
　　給水収益△１千597万８千円及び他会計補助金（減免分）１千452万６千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消費税減額分△145万２千円
令和５年度山形村清水高原簡易水道事業会計補正予算（第１号）
　※原油価格・物価高騰に伴う家計支援事業（水道基本料金３ヶ月減免）による補正
　　給水収益△67万３千円及び他会計補助金（減免分）61万９千円
　○その他の全会一致で可決した議案
　　条例の一部改正（３件）、令和４年度繰越明許費繰越計算書（２件）
　　山形村固定資産評価審査委員会委員の選任及び山形村農業委員会委員の任命

企画費
　教員住宅を改修し、長期滞在者用の新たなおためし住宅にする工事
保健福祉センター費　135万９千円
　社会福祉協議会デイサービスの食洗機老朽化による購入費用
保育園費　　　　　　100万１千円
　幼児の使用済みオムツを保育園で密閉処理するための、オム
　ツ処理機２台分の費用
社会福祉総務費　　　　　　155万円
　村内に事業所のある介護事業所に対し、物価高騰対策支援を行なうもの
価格高騰緊急支援事業　１千800万円
　物価上昇による経済的負担軽減のため、所得税の所得割非課税世帯に対し支援金（１世帯３万円）
　を支給する　600世帯が対象
新型コロナウイルスワクチン接種費
　来年度からの個別接種化に向け、７月から村内３医療機関でも接種が可能となる。
　そのための医療機関への費用。
　報償費　160万円　　委託料　184万８千円
水道事業費
　原油価格・物価高騰による家計支援事業（水道基本料金３ヶ月減免）に伴う水道事業・清水高原簡
　易水道事業への補助金
　水道事業補助金１千494万９千円　清水高原簡易水道事業補助金61万９千円
山形村新規就農者支援事業補助金
　山形村新規就農者支援事業は、当初２名を予定していたが希望者が多くなったため増額するもの

大池 俊子 議員
６月２日、マイナンバー法が成立した。マイナ保険証では、別人の医療情報がひもづけられる誤登録が約
7,300件発覚した。これは、命に関わる大問題である。生年月日や性別などの４情報で住基ネットに照合して
も、約９割は不一致だったという。このように、誤登録を繰り返して制度的に欠陥があるといわれている
「マイナンバー制度」は不十分な部分が多く、利便性だけで安全性が証明されないうちに、「移動端末設備用
利用者証明用電子証明書」を追加するなど、次々に推し進められることは賛成できない。

結果

可決

可決

可決

可決

賛成
多数

可決

可決

可決

可決

主な議案の審議結果

令和 5 年度山形村一般会計補正予算 ( 第２号 ) の主な事業
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令和５年　第２回山形村議会定例会令和５年　第２回山形村議会定例会
　令和５年 第２回山形村議会定例会が６月６日開会し、16日まで11日間開催された。
　令和５年度補正予算など16件（陳情・請願１件、報告2件、承認4件、同意2件、議案７件）を審議し、全議案を可決した。
　一般質問は8人が登壇し、8日に村政全般について質問を行なった。

請願
陳情

承　認
第５号

承　認
第６号

議　案
第32号
議　案
第33号

議　案
第33号
の反対
討　論

議　案
第35号

議　案
第36号

議　案
第37号

議　案
第38号

工事請負費
事業費608万３千円

備品購入費
総事業費236万円

価格高騰緊急
支援交付金

総事業費１千955万円

新型コロナウイルス
ワクチン接種費
事業費344万８千円

水道事業補助金
総事業費１千556万８千円

新規就農者支援事業
事業費120万円

議 案 内 容
「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願書
「小泉政権下で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられた義務教育費国庫負担制度につい
て」教育の機会均等と義務教育制度の堅持及び負担率の復元をもとめるもの
令和４年度山形村一般会計補正予算（第10号）の専決処分の承認を求めることについて
　※歳入歳出総額に５千825万円を追加し、総額を43億624万３千円とするもの
　　公共施設整備基金積立金　６千500万円など
令和５年度山形村一般会計補正予算（第１号）の専決処分の承認を求めることについて
　※歳入歳出総額に２千648万９千円を追加し、総額を37億８千648万９千円とするもの
　※子育て世帯生活支援特別給付金事業費（その他分）680万６千円
　　新型コロナウイルスワクチン接種事業２千210万７千円
令和５年度除雪ドーザの買入れについて
　※委託業者へ貸し出すための物品購入契約　契約金額１千320万円
山形村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
　※スマホによる印鑑登録証明書の申請が可能となったため等の措置

令和５年度山形村一般会計補正予算（第２号）
　※歳入歳出総額に５千486万９千円を追加し、総額を38億４千135万８千円とするもの
　　詳細については、別添のとおりです。
令和５年度山形村介護保険特別会計補正予算（第１号）
　※歳入歳出総額に18万６千円を追加し、総額を６億８千983万７千円とするもの
令和５年度山形村水道事業会計補正予算（第１号）
　※原油価格・物価高騰に伴う家計支援事業（水道基本料金３ヶ月減免）による補正
　　給水収益△１千597万８千円及び他会計補助金（減免分）１千452万６千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消費税減額分△145万２千円
令和５年度山形村清水高原簡易水道事業会計補正予算（第１号）
　※原油価格・物価高騰に伴う家計支援事業（水道基本料金３ヶ月減免）による補正
　　給水収益△67万３千円及び他会計補助金（減免分）61万９千円
　○その他の全会一致で可決した議案
　　条例の一部改正（３件）、令和４年度繰越明許費繰越計算書（２件）
　　山形村固定資産評価審査委員会委員の選任及び山形村農業委員会委員の任命

企画費
　教員住宅を改修し、長期滞在者用の新たなおためし住宅にする工事
保健福祉センター費　135万９千円
　社会福祉協議会デイサービスの食洗機老朽化による購入費用
保育園費　　　　　　100万１千円
　幼児の使用済みオムツを保育園で密閉処理するための、オム
　ツ処理機２台分の費用
社会福祉総務費　　　　　　155万円
　村内に事業所のある介護事業所に対し、物価高騰対策支援を行なうもの
価格高騰緊急支援事業　１千800万円
　物価上昇による経済的負担軽減のため、所得税の所得割非課税世帯に対し支援金（１世帯３万円）
　を支給する　600世帯が対象
新型コロナウイルスワクチン接種費
　来年度からの個別接種化に向け、７月から村内３医療機関でも接種が可能となる。
　そのための医療機関への費用。
　報償費　160万円　　委託料　184万８千円
水道事業費
　原油価格・物価高騰による家計支援事業（水道基本料金３ヶ月減免）に伴う水道事業・清水高原簡
　易水道事業への補助金
　水道事業補助金１千494万９千円　清水高原簡易水道事業補助金61万９千円
山形村新規就農者支援事業補助金
　山形村新規就農者支援事業は、当初２名を予定していたが希望者が多くなったため増額するもの

大池 俊子 議員
６月２日、マイナンバー法が成立した。マイナ保険証では、別人の医療情報がひもづけられる誤登録が約
7,300件発覚した。これは、命に関わる大問題である。生年月日や性別などの４情報で住基ネットに照合して
も、約９割は不一致だったという。このように、誤登録を繰り返して制度的に欠陥があるといわれている
「マイナンバー制度」は不十分な部分が多く、利便性だけで安全性が証明されないうちに、「移動端末設備用
利用者証明用電子証明書」を追加するなど、次々に推し進められることは賛成できない。
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ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
は
67
・
01
％
で
あ
る
。

　
　
　
寝
た
き
り
の
高
齢
者
、
施
設
入
所
者
へ
の
対

　
　
応
は
。

　
　
　
戸
別
訪
問
や
施
設
訪
問
に
つ
い
て
も
、
実
施

　
　
に
あ
た
っ
て
の
法
的
な
制
度
や
、
手
法
の
確
認

を
含
め
て
調
整
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
、
コ

　
　
ン
ビ
ニ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

　
　
　
現
時
点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
確
認
さ

　
　
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
山
形
村
複
合
施
設
整
備
推
進
委
員
会
の
検
討

　
　
結
果
と
今
後
の
流
れ
は
。

　
　
　
令
和
７
年
度
か
ら
建
設
に
着
手
し
た
い
。

マイナポイント
手続きサポート

広丘駅直行便

　
　
　
複
合
施
設
の
予
算
規
模
・
建
物
面
積
・
場
所

　
　
等
は
。

　
　
　
施
設
整
備
費
は
12
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

　
　
建
物
面
積
は
２
０
０
０
㎡
程
度
、
建
設
場
所
は

既
存
の
屋
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
中
心
に
整
備
を
進
め

た
い
。

　
　
　
今
後
、
建
設
に
至
る
ま
で
の
流
れ
は
。

　
　
　
令
和
５
年
６
月
か
ら
住
民
が
参
加
し
た
ワ
ー

　
　
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
４
回
開
催
し
、
出
さ
れ
た
意
見

や
考
え
方
を
基
本
計
画
に
反
映
し
て
い
く
。
ま
た
、

本
年
12
月
ま
で
に
基
本
計
画
案
を
策
定
し
、
村
長
に

報
告
予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
令
和
６
年
度
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
を
実
施
し
て
設
計
業
者
を
決
定
し
、

基
本
計
画
・
実
施
計
画
を
立
て
る
。

　
　
　
第
６
次
総
合
計
画
で

　
　
の
公
共
交
通
維
持
・
充

実
の
あ
り
方
検
討
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
公
共
交
通
の
運
営
は
、「
松
本
地
域
公
共
交

　
　
通
協
議
会
」
で
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
基
盤
の
整
備
に
向
け
て
、
維
持
・
活
性
化

を
図
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
福
祉
バ
ス
、
松
本
市
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

　
　
ス
の
利
用
実
績
は
。

　
　
　
福
祉
バ
ス
の
令
和
４
年
の
利
用
者
は
１
万
人

　
　
強
、
３
月
利
用
者
は
876
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
令
和
５
年
見
直
し
が

あ
り
「
ぐ
る
っ
と
松
本
バ
ス
」
と
名
称
を
変
更
し
、

村
井
・
山
形
線
、
朝
日
・
波
田
線
と
し
て
運
行
し
て

い
る
。
新
規
に
運
行
を
開
始
し
た
広
丘
駅
直
行
便
は
、

４
月
・
５
月
と
も
200
人

余
が
利
用
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
関
連
と
し

て
利
便
性
の
向
上
や
利

用
促
進
に
つ
い
て
の
実

施
状
況
、
運
転
免
許
証

返
納
、
近
隣
市
村
と
の

連
携
、
デ
マ
ン
ド
交
通
、

安
全
対
策
を
質
問
し
た
。

福澤倫治議員

現
在
の
申
請
率
は
78・04
％

村長マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
と
カ
ー
ド
利
用
時
の
問
題
点
は

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
基
盤
の
維
持・活
性
化
に
取
り
組
む

村長公
共
等
の
維
持・充
実
は

三澤一男議員

　
　
　
学
校
給
食
費
は
、
新

　
　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
物
価
高
騰
で
、
こ
の

４
月
よ
り
山
形
小
学
校
で
も

値
上
げ
さ
れ
た
。
憲
法
第
26

条
の
教
育
費
は
無
償
と
す
る
。
及
び
学
校
給
食
法
の

「
学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
で
の
食

育
の
推
進
」
の
観
点
か
ら
も
、
給
食
も
教
育
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
無
償
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
小
学
校
、

　
　
　
第
６
次
総
合
計
画
の

　
　
中
で
村
長
の
思
い
入
れ

は
。

　
　
　
総
合
計
画
と
村
長
の

　
　
公
約
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
総
合
計
画
は
10
年
間
を
想
定
し
、
村
内
の
関

係
機
関
や
団
体
の
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
審
議
会
で
、
協
議
の
上
に
策
定
さ
れ
た
村
政

の
基
本
方
針
で
あ
る
。
選
挙
公
約
は
立
候
補
に
あ
た

り
、
政
治
理
念
や
重
要
施
策
な
ど
を
有
権
者
に
約
束

し
た
も
の
で
あ
る
。
総
合
計
画
で
示
さ
れ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
や
目
標
は
、
多
く
の
村
民
の
声
が
集
約
さ

れ
た
世
論
で
あ
る
の
で
、
両
者
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
村
政
を
運
営
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
第
６
次
総
合
計
画
の
標
語
に
あ
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

!
や
ま
が
た
」
は
挑
戦
す
る
気
概
を
持
つ
こ
と
が
職

員
は
じ
め
、
全
て
の
村
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
の
大
き
な
障

害
の
一
つ
は
、
村
政
に
無
関
心
な
村
民
が
、
年
々
増

加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
村
づ
く
り
の
主
役
は
村
民
で
あ
る
が
、
主
役
の
顔

が
見
え
ず
、
出
番
が
少
な
く
て
形
式
的
な
村
政
に
な

っ
て
い
る
。
住
み
よ
い
村
づ
く
り
は
、
互
い
に
知
恵

を
出
し
、
共
に
汗
を
流
し
な
が
ら
協
働
で
進
め
る
こ

と
が
、
小
さ
な
自
治
体
に
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
や
ま
が
た
」
は
誰
に
向
か

　
　
っ
て
発
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
職
員
は
じ
め
全
て
の
村
民
が
目
標
に
向
か
っ

　
　
て
挑
戦
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
あ
り
、
住
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
使
命
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
へ
の

熱
い
エ
ー
ル
で

あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。

中
学
校
の
無
償
化
の
考
え
は
。

　
　
　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
対
策
事
業

　
　
と
し
て
、
小
学
校
は
無
償
化
の
予
定
で
あ
る
。

中
学
校
は
、
１
市
２
村
に
よ
る
組
合
立
で
あ
る
た
め
、

一
部
事
務
組
合
で
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
　
　
自
園
、
自
校
給
食
を
推
進
し
て
き
た
山
形
村

　
　
と
し
て
、
無
償
化
を
子
育
て
の
目
玉
と
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
移
住
・
定
住
促
進
等
へ
の
波
及
効
果
を
考
え

　
　
る
と
、
子
育
て
の
支
援
策
と
し
て
、
給
食
の
無

償
化
は
有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
継
続
的
に
取
り
組
む
に
は
予
算
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、
財
政
規
模
の
縮

小
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
は
、
一
層
慎
重
な
対
応
が
必

要
に
な
る
。

　
そ
の
他
、
山
形
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

大池俊子議員

小
学
校
の
給
食
室

今
年
度
は
、物
価
高
騰
対
策
と
し
て
取
り
組
む

教育長学
校
給
食
を
再
び
無
償
化
に

村
づ
く
り
の
主
役
は
い
つ
も
村
民
で
あ
る

村長 第
６
次
総
合
計
画「
め
ぐ
み
の
大
地
に

抱
か
れ
て
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
や
ま
が
た
」

上條倫司議員

役　場　庁　舎
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一
般
質
問
は
６
月
８
日
、
議
員
８
人
が
登
壇
、

村
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
行
動
制
限
緩
和
策
を
考
慮
し
、

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
８
人
が

村

政

を

問

う

感
染
リ
ス
ク
低
減
策
を
取
り
な
が
ら
、
質
問
時
間

を
令
和
２
年
３
月
定
例
会
以
来
の
60
分
と
し
た
。
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ド
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請
者
数
は
住

民
の
何
％
か
。

　
　
　
５
月
28
日
現
在
、
マ

　
　
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
は
67
・
01
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で
あ
る
。
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た
き
り
の
高
齢
者
、
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設
入
所
者
へ
の
対

　
　
応
は
。

　
　
　
戸
別
訪
問
や
施
設
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問
に
つ
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て
も
、
実
施

　
　
に
あ
た
っ
て
の
法
的
な
制
度
や
、
手
法
の
確
認

を
含
め
て
調
整
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
、
コ

　
　
ン
ビ
ニ
で
の
ト
ラ
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ル
は
。

　
　
　
現
時
点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
確
認
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れ
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い
な
い
。

　
　
　
山
形
村
複
合
施
設
整
備
推
進
委
員
会
の
検
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結
果
と
今
後
の
流
れ
は
。

　
　
　
令
和
７
年
度
か
ら
建
設
に
着
手
し
た
い
。
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算
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・
建
物
面
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。
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整
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は
12
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円
を
見
込
ん
で
お
り
、
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面
積
は
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程
度
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場
所
は
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存
の
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外
テ
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コ
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を
中
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に
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を
進
め

た
い
。

　
　
　
今
後
、
建
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に
至
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で
の
流
れ
は
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和
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ら
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が
参
加
し
た
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ー

　
　
ク
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を
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回
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、
出
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意
見

や
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方
を
基
本
計
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に
反
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て
い
く
。
ま
た
、
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12
月
ま
で
に
基
本
計
画
案
を
策
定
し
、
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に

報
告
予
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で
あ
る
。
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の
後
、
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和
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度
プ
ロ
ポ

ー
ザ
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コ
ン
ペ
を
実
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し
て
設
計
業
者
を
決
定
し
、

基
本
計
画
・
実
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計
画
を
立
て
る
。

　
　
　
第
６
次
総
合
計
画
で

　
　
の
公
共
交
通
維
持
・
充

実
の
あ
り
方
検
討
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
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公
共
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通
の
運
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本
地
域
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共
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会
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に
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整
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に
向
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、
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持
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図
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た
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取
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で
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る
。

　
　
　
福
祉
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、
松
本
市
西
部
コ
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ュ
ニ
テ
ィ
バ

　
　
ス
の
利
用
実
績
は
。

　
　
　
福
祉
バ
ス
の
令
和
４
年
の
利
用
者
は
１
万
人

　
　
強
、
３
月
利
用
者
は
876
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

西
部
コ
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ュ
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バ
ス
は
、
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和
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年
見
直
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が

あ
り
「
ぐ
る
っ
と
松
本
バ
ス
」
と
名
称
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変
更
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、

村
井
・
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線
、
朝
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・
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線
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て
運
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る
。
新
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に
運
行
を
開
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し
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便
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200
人
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市
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、
デ
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ン
ド
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通
、

安
全
対
策
を
質
問
し
た
。

福澤倫治議員

現
在
の
申
請
率
は
78・04
％

村長マ
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ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
と
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ド
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時
の
問
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点
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安
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て
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せ
る
社
会
基
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の
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持・活
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に
取
り
組
む

村長公
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学
校
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費
は
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型
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ス
感

染
症
や
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高
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で
、
こ
の
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よ
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小
学
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も
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げ
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法
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も
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で
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。
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６
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総
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長
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入
れ

は
。

　
　
　
総
合
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と
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、
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、
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成
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に
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村
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。
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に
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り
、
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治
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や
重
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策
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ど
を
有
権
者
に
約
束
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の
で
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。
総
合
計
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で
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そ
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れ
の
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題
や
目
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、
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の
村
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の
声
が
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さ

れ
た
世
論
で
あ
る
の
で
、
両
者
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
村
政
を
運
営
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
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え
て
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る
。

　
第
６
次
総
合
計
画
の
標
語
に
あ
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

!
や
ま
が
た
」
は
挑
戦
す
る
気
概
を
持
つ
こ
と
が
職

員
は
じ
め
、
全
て
の
村
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
の
大
き
な
障

害
の
一
つ
は
、
村
政
に
無
関
心
な
村
民
が
、
年
々
増

加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
村
づ
く
り
の
主
役
は
村
民
で
あ
る
が
、
主
役
の
顔

が
見
え
ず
、
出
番
が
少
な
く
て
形
式
的
な
村
政
に
な

っ
て
い
る
。
住
み
よ
い
村
づ
く
り
は
、
互
い
に
知
恵

を
出
し
、
共
に
汗
を
流
し
な
が
ら
協
働
で
進
め
る
こ

と
が
、
小
さ
な
自
治
体
に
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
や
ま
が
た
」
は
誰
に
向
か

　
　
っ
て
発
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
職
員
は
じ
め
全
て
の
村
民
が
目
標
に
向
か
っ

　
　
て
挑
戦
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
あ
り
、
住
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
使
命
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
へ
の

熱
い
エ
ー
ル
で

あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。

中
学
校
の
無
償
化
の
考
え
は
。

　
　
　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
対
策
事
業

　
　
と
し
て
、
小
学
校
は
無
償
化
の
予
定
で
あ
る
。

中
学
校
は
、
１
市
２
村
に
よ
る
組
合
立
で
あ
る
た
め
、

一
部
事
務
組
合
で
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
　
　
自
園
、
自
校
給
食
を
推
進
し
て
き
た
山
形
村

　
　
と
し
て
、
無
償
化
を
子
育
て
の
目
玉
と
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
移
住
・
定
住
促
進
等
へ
の
波
及
効
果
を
考
え

　
　
る
と
、
子
育
て
の
支
援
策
と
し
て
、
給
食
の
無

償
化
は
有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
継
続
的
に
取
り
組
む
に
は
予
算
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、
財
政
規
模
の
縮

小
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
は
、
一
層
慎
重
な
対
応
が
必

要
に
な
る
。

　
そ
の
他
、
山
形
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

大池俊子議員

小
学
校
の
給
食
室

今
年
度
は
、物
価
高
騰
対
策
と
し
て
取
り
組
む

教育長学
校
給
食
を
再
び
無
償
化
に

村
づ
く
り
の
主
役
は
い
つ
も
村
民
で
あ
る

村長 第
６
次
総
合
計
画「
め
ぐ
み
の
大
地
に

抱
か
れ
て
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
や
ま
が
た
」

上條倫司議員

役　場　庁　舎

ＱAＱAＱA

ＱA ＱA

ＱA A

Ｑ

Ｑ A Ｑ A Ｑ

ＱA AＱ

A

　
一
般
質
問
は
６
月
８
日
、
議
員
８
人
が
登
壇
、

村
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
行
動
制
限
緩
和
策
を
考
慮
し
、

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
８
人
が

村

政

を

問

う

感
染
リ
ス
ク
低
減
策
を
取
り
な
が
ら
、
質
問
時
間

を
令
和
２
年
３
月
定
例
会
以
来
の
60
分
と
し
た
。



６７

　
　
　
朝
日
村
営
バ
ス
は
３

　
　
路
線
で
、
広
丘
駅
ま
で

運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
鉢
盛

中
学
校
発
着
の
Ａ
線
を
役
場

ま
で
延
伸
し
利
用
で
き
な
い

か
。

　
　
　
朝
日
村
は
も
と
よ
り
、
松
本
地
域
公
共
交
通

　
　
協
議
会
と
の
調
整
、
運
行
会
社
と
の
協
議
、
費

用
負
担
、
他
の
運
航
ル
ー
ト
へ
の
影
響
な
ど
、
多
く

の
課
題
は
あ
る
が
、
公
共
交
通
の
研
究
課
題
の
一
つ

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
山
形
村
発
広
丘
駅
直
行
便
は

４
月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
は
利
用
者

の
意
見
を
聞
く
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
ア
ル
ピ
コ
交
通
の
上
高
地
線
電
車
を
利
用
す

　
　
る
高
校
生
に
、
定
期
券
な
ど
へ
の
補
助
は
可
能

か
。

　
　
　
山
形
線
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
促

　
　
進
を
目
的
と
し
た
助
成
金
交
付
要
綱
に
よ
り
、

回
数
券
及
び
定
期
券
に
つ
い
て
２
分
の
１
の
補
助
を

行
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
上
高
地
線
の
運
賃
助

成
は
計
画
し
て
い
な
い
が
、
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
福
祉
バ
ス
停
留
所
ま
で
の
移
動
困
難
な
高
齢

　
　
者
が
い
る
。
き
め
細
か
な
移
動
の
補
助
の
た
め

に
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
歩
行
に
障
害
が
あ
る
方
や
、
買
い
物
な
ど
で

　
　
重
い
荷
物
が
あ
り
移
動
が
困
難
な
方
に
は
、
有

効
な
サ
ー
ビ
ス
と
認
識
し
て
い
る
。
山
形
村
公
共
交

通
活
性
化
委
員
会
の
意
向
や
様
々
な
要
望
な
ど
を
共

有
し
、
今
後
の
公
共
交
通
の
参
考
と
し
た
い
。

 

　
　
　「
長
い
も
ジ
ュ
ー
ス
」

　
　
に
よ
る
「
乾
杯
」
を
宴

席
に
導
入
し
て
、
習
慣
づ
け

て
は
ど
う
か
。
20
年
位
前
に
、

台
湾
で
こ
れ
が
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
と
聞
き
、
議
会
に
お
い
て
試
し
て
み
た
が
、

調
理
が
面
倒
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
頓
挫
し
た
経
緯

が
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
器
具
も
画
期
的
に
進
化
し

た
の
で
、
簡
単
に
作
れ
る
。

　「
長
い
も
ジ
ュ
ー
ス
」
は
腸
内
環
境
を
整
え
、
便

秘
解
消
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

食
後
の
血
糖
値
を
抑
え
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

中
性
脂
肪
を
減
ら
す
効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
、
個

長いもジュース

百瀬　章議員

人
差
は
あ
る
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
向
い
て
い
る
と
さ

れ
る
。「
長
芋
」
の
消
費
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
検

討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
村
の
特
産
物
の
長
芋
を
ジ
ュ
ー
ス
に
と
の
提

　
　
案
で
あ
り
、
一
層
の
普
及
促
進
を
図
り
、
協
働

の
村
づ
く
り
に
も
有
意
義
だ
と
思
う
。
先
進
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
県
と
諏
訪
市
で
は
、
議
員
提
案
で

議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
議
員
が
賛
成
し
「
乾
杯
条

例
」
が
施
行
さ
れ
た
。
当
村
も
立
法
機
関
で
あ
る
議

会
が
、
議
員
提
案
で
乾
杯
条
例
又
は
決
議
な
ど
を
、

宣
言
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
交
差
点
の
表
示
変
更
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

役
場
発
広
丘
駅
直
行
バ
ス
が
運
行
さ
れ
た
が
、

地
域
交
通
に
関
し
て
は
課
題
が
多
い

村長 村
内
及
び
隣
接
市
村
へ
の
移
動
に
お
け
る

地
域
交
通
の
現
状
と
課
題
は

竹野入恒夫議員

議
員
提
案
で
宣
言
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
方
法

村長「
長
い
も
ジ
ュ
ー
ス
」に
よ
る
乾
杯
を

　
　
　
主
な
公
共
建
築
物
の

　
　
維
持
管
理
費
用
は
。

　
　
　
令
和
元
年
か
ら
令
和

　
　
３
年
ま
で
３
年
間
の
維

持
管
理
費
用
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
千
910
万
円
、
ミ
ラ
・
フ
ー
ド
館
千
500

万
円
、
い
ち
い
の
里
３
千
970
万
円
で
、
３
施
設
で
は

年
平
均
費
用
は
７
千
380
万
円
で
あ
る
。
令
和
４
年
度

は
、
物
価
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。

　
　
　
耐
震
化
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
公
共
建
物
は

　
　
あ
る
か
。

　
　
　
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
該
当
す
る

　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
に
お
い
て

は
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
補
強
が
済
ん
で
い
る
。

　
　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
建
築
物
の
、
使
用

　
　
年
数
の
目
標
値
は
。

　
　
　
水
道
事
業
は
開
始
よ

　
　
り
か
な
り
年
月
が
経
過

し
て
い
る
が
、
耐
用
年
数
を

超
え
た
管
路
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
か
。

　
　
　
上
水
道
で
総
延
長
の
約
２
％
、
清
水
高
原
簡

　
　
易
水
道
は
約
36
%
あ
る
。

　
　
　
国
・
県
で
は
、
水
道
事
業
強
靱
化
の
た
め
に

　
　
も
、「
広
域
化
を
推
進
」
の
方
向
性
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
村
は
そ
の
前
に
上
水
道
・
清
水
高
原
簡

易
水
道
の
統
合
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
安
定
し
た
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
上
水
道
に

　
　
対
し
て
、
地
理
的
条
件
な
ど
課
題
が
多
い
、
清

水
高
原
簡
易
水
道
と
の
統
合
は
難
し
い
と
考
え
る
。

松
本
圏
域
と
の
連
携
に
は
、
検
討
の
場
や
打
ち
合
わ

せ
に
参
加
し
て
基
礎
資
料
の
作
成
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
近
年
、
国
際
的
に
も
規
制
の
動
き
が
あ
り
、

　
　
国
で
も
３
年
前
に
目
標
値
を
定
め
た
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
の
検
査
を
村
で
も
行
な
っ
て
い
る
か
。
国

内
で
も
か
な
り
の
数
の
自
治
体
が
水
源
に
つ
い
て
検

査
を
開
始
し
て
い
る
。

　
　
　
水
道
事
業
法
で
は
、
現
在
義
務
づ
け
ら
れ
た

　
　
項
目
で
は
な
い
の
で
、
検
査
は
行
な
っ
て
い
な

新居禎三議員 小出敏裕議員

日
常
的
、定
期
的
に
維
持
管
理
を
行
な
う

村長公
共
建
築
物
の
今
後
の
対
策
は

課
題
は
あ
る
が
安
定
し
た
経
営
を
維
持

村長村
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は「
安
全
安
心
な
水
道
事
業
の
継
続
を
」

　
　
　
令
和
元
年
策
定
の
「
山
形
村
公
共
施
設
個
別

　
　
施
設
計
画
」
の
中
で
、
築
20
年
程
度
経
過
後
に

機
能
回
復
の
た
め
の
予
防
保
全
的
改
修
、
築
40
年
後

の
中
間
期
に
長
寿
命
化
改
修
、
そ
の
後
約
20
年
ス
パ

ン
で
予
防
保
全
的
な
改
修
を
計
画
し
、
目
標
耐
用
年

数
を
80
年
と
し
て
い
る
。

　
　
　
公
共
建
築
物
の
建
て
替
え
又
は
修
繕
の
際
の

　
　
優
先
順
位
は
。

　
　
　
14
建
築
物
を
計
画
に
載
せ
て
い
る
。
優
先
順

　
　
位
は
付
け
て
い
な
い
が
、
危
険
性
が
高
い
公
共

施
設
等
で
、
利
用
状
況
や
効
用
性
の
高
い
も
の
は
、

安
全
確
保
及
び
長
寿
命
化
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
そ
の
他
、
複
合
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

い
。

　
そ
の
他
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

清水高原簡易水道水源池

農業者トレーニングセンター

Ｑ

Ｑ

ＱＱ A A

A

A

Ｑ

Ｑ ＱA

ＱＱ A

A

Ｑ AA

Ｑ AA
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朝
日
村
営
バ
ス
は
３

　
　
路
線
で
、
広
丘
駅
ま
で

運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
鉢
盛

中
学
校
発
着
の
Ａ
線
を
役
場

ま
で
延
伸
し
利
用
で
き
な
い

か
。

　
　
　
朝
日
村
は
も
と
よ
り
、
松
本
地
域
公
共
交
通

　
　
協
議
会
と
の
調
整
、
運
行
会
社
と
の
協
議
、
費

用
負
担
、
他
の
運
航
ル
ー
ト
へ
の
影
響
な
ど
、
多
く

の
課
題
は
あ
る
が
、
公
共
交
通
の
研
究
課
題
の
一
つ

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
山
形
村
発
広
丘
駅
直
行
便
は

４
月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
は
利
用
者

の
意
見
を
聞
く
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
ア
ル
ピ
コ
交
通
の
上
高
地
線
電
車
を
利
用
す

　
　
る
高
校
生
に
、
定
期
券
な
ど
へ
の
補
助
は
可
能

か
。

　
　
　
山
形
線
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
促

　
　
進
を
目
的
と
し
た
助
成
金
交
付
要
綱
に
よ
り
、

回
数
券
及
び
定
期
券
に
つ
い
て
２
分
の
１
の
補
助
を

行
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
上
高
地
線
の
運
賃
助

成
は
計
画
し
て
い
な
い
が
、
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
福
祉
バ
ス
停
留
所
ま
で
の
移
動
困
難
な
高
齢

　
　
者
が
い
る
。
き
め
細
か
な
移
動
の
補
助
の
た
め

に
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
歩
行
に
障
害
が
あ
る
方
や
、
買
い
物
な
ど
で

　
　
重
い
荷
物
が
あ
り
移
動
が
困
難
な
方
に
は
、
有

効
な
サ
ー
ビ
ス
と
認
識
し
て
い
る
。
山
形
村
公
共
交

通
活
性
化
委
員
会
の
意
向
や
様
々
な
要
望
な
ど
を
共

有
し
、
今
後
の
公
共
交
通
の
参
考
と
し
た
い
。

 

　
　
　「
長
い
も
ジ
ュ
ー
ス
」

　
　
に
よ
る
「
乾
杯
」
を
宴

席
に
導
入
し
て
、
習
慣
づ
け

て
は
ど
う
か
。
20
年
位
前
に
、

台
湾
で
こ
れ
が
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
と
聞
き
、
議
会
に
お
い
て
試
し
て
み
た
が
、

調
理
が
面
倒
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
頓
挫
し
た
経
緯

が
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
器
具
も
画
期
的
に
進
化
し

た
の
で
、
簡
単
に
作
れ
る
。

　「
長
い
も
ジ
ュ
ー
ス
」
は
腸
内
環
境
を
整
え
、
便

秘
解
消
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

食
後
の
血
糖
値
を
抑
え
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

中
性
脂
肪
を
減
ら
す
効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
、
個

長いもジュース

百瀬　章議員

人
差
は
あ
る
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
向
い
て
い
る
と
さ

れ
る
。「
長
芋
」
の
消
費
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
検

討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
村
の
特
産
物
の
長
芋
を
ジ
ュ
ー
ス
に
と
の
提

　
　
案
で
あ
り
、
一
層
の
普
及
促
進
を
図
り
、
協
働

の
村
づ
く
り
に
も
有
意
義
だ
と
思
う
。
先
進
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
県
と
諏
訪
市
で
は
、
議
員
提
案
で

議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
議
員
が
賛
成
し
「
乾
杯
条

例
」
が
施
行
さ
れ
た
。
当
村
も
立
法
機
関
で
あ
る
議

会
が
、
議
員
提
案
で
乾
杯
条
例
又
は
決
議
な
ど
を
、

宣
言
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
交
差
点
の
表
示
変
更
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

役
場
発
広
丘
駅
直
行
バ
ス
が
運
行
さ
れ
た
が
、

地
域
交
通
に
関
し
て
は
課
題
が
多
い

村長 村
内
及
び
隣
接
市
村
へ
の
移
動
に
お
け
る

地
域
交
通
の
現
状
と
課
題
は

竹野入恒夫議員

議
員
提
案
で
宣
言
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
方
法

村長「
長
い
も
ジ
ュ
ー
ス
」に
よ
る
乾
杯
を

　
　
　
主
な
公
共
建
築
物
の

　
　
維
持
管
理
費
用
は
。

　
　
　
令
和
元
年
か
ら
令
和

　
　
３
年
ま
で
３
年
間
の
維

持
管
理
費
用
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
千
910
万
円
、
ミ
ラ
・
フ
ー
ド
館
千
500

万
円
、
い
ち
い
の
里
３
千
970
万
円
で
、
３
施
設
で
は

年
平
均
費
用
は
７
千
380
万
円
で
あ
る
。
令
和
４
年
度

は
、
物
価
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。

　
　
　
耐
震
化
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
公
共
建
物
は

　
　
あ
る
か
。

　
　
　
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
該
当
す
る

　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
に
お
い
て

は
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
補
強
が
済
ん
で
い
る
。

　
　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
建
築
物
の
、
使
用

　
　
年
数
の
目
標
値
は
。

　
　
　
水
道
事
業
は
開
始
よ

　
　
り
か
な
り
年
月
が
経
過

し
て
い
る
が
、
耐
用
年
数
を

超
え
た
管
路
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
か
。

　
　
　
上
水
道
で
総
延
長
の
約
２
％
、
清
水
高
原
簡

　
　
易
水
道
は
約
36
%
あ
る
。

　
　
　
国
・
県
で
は
、
水
道
事
業
強
靱
化
の
た
め
に

　
　
も
、「
広
域
化
を
推
進
」
の
方
向
性
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
村
は
そ
の
前
に
上
水
道
・
清
水
高
原
簡

易
水
道
の
統
合
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
安
定
し
た
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
上
水
道
に

　
　
対
し
て
、
地
理
的
条
件
な
ど
課
題
が
多
い
、
清

水
高
原
簡
易
水
道
と
の
統
合
は
難
し
い
と
考
え
る
。

松
本
圏
域
と
の
連
携
に
は
、
検
討
の
場
や
打
ち
合
わ

せ
に
参
加
し
て
基
礎
資
料
の
作
成
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
近
年
、
国
際
的
に
も
規
制
の
動
き
が
あ
り
、

　
　
国
で
も
３
年
前
に
目
標
値
を
定
め
た
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
の
検
査
を
村
で
も
行
な
っ
て
い
る
か
。
国

内
で
も
か
な
り
の
数
の
自
治
体
が
水
源
に
つ
い
て
検

査
を
開
始
し
て
い
る
。

　
　
　
水
道
事
業
法
で
は
、
現
在
義
務
づ
け
ら
れ
た

　
　
項
目
で
は
な
い
の
で
、
検
査
は
行
な
っ
て
い
な

新居禎三議員 小出敏裕議員

日
常
的
、定
期
的
に
維
持
管
理
を
行
な
う

村長公
共
建
築
物
の
今
後
の
対
策
は

課
題
は
あ
る
が
安
定
し
た
経
営
を
維
持

村長村
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は「
安
全
安
心
な
水
道
事
業
の
継
続
を
」

　
　
　
令
和
元
年
策
定
の
「
山
形
村
公
共
施
設
個
別

　
　
施
設
計
画
」
の
中
で
、
築
20
年
程
度
経
過
後
に

機
能
回
復
の
た
め
の
予
防
保
全
的
改
修
、
築
40
年
後

の
中
間
期
に
長
寿
命
化
改
修
、
そ
の
後
約
20
年
ス
パ

ン
で
予
防
保
全
的
な
改
修
を
計
画
し
、
目
標
耐
用
年

数
を
80
年
と
し
て
い
る
。

　
　
　
公
共
建
築
物
の
建
て
替
え
又
は
修
繕
の
際
の

　
　
優
先
順
位
は
。

　
　
　
14
建
築
物
を
計
画
に
載
せ
て
い
る
。
優
先
順

　
　
位
は
付
け
て
い
な
い
が
、
危
険
性
が
高
い
公
共

施
設
等
で
、
利
用
状
況
や
効
用
性
の
高
い
も
の
は
、

安
全
確
保
及
び
長
寿
命
化
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
そ
の
他
、
複
合
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

い
。

　
そ
の
他
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

清水高原簡易水道水源池

農業者トレーニングセンター
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Ｑ
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村
民
と
議
会
と
の
交
流
会
を
５
月
20
日
・
21
日
の

両
日
、「
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ふ
る
さ

と
大
ホ
ー
ル
」
と
「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
ち
い
の

里
」
で
行
な
い
ま
し
た
。

　
開
催
日
時
は
十
分
に
検
討
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

若
い
女
性
の
参
加
を
見
込
ん
だ
２
日
目
は
、
託
児
所

を
設
け
ま
し
た
が
低
調
な
結
果
と
な
り
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
は
言
え
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
多
く
の
ご
意

見
や
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
厳
し

い
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
一
同
に
対
す
る

エ
ー
ル
と
考
え
、
今
以
上
に
議
員
活
動
に
邁
進
す
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　
交
流
会
は
、
今
回
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
反
省
を
生
か
し
、
村
民
の
意
見
を
聴
く
場
を
こ
れ

か
ら
も
作
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
参

加
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
は
、
貴

重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
出
　
敏
裕
）

《
４
月
》

９
日
　
山
形
村
消
防
団
総
合
訓
練

　
　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員

11
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

14
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
11
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会 

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

17
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
「
や
ん
ち
ゃ
キ
ッ
ズ
」
視
察

19
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

《
５
月
》

２
日
　
清
水
寺
八
十
八
夜
例
祭
　

８
日
　
第
12
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

17
日
　
戦
没
者
海
外
物
故
者
慰
霊
祭

20
日
　
村
民
と
議
会
の
交
流
会

　
　
　
　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

21
日
　
村
民
と
議
会
の
交
流
会

　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
ち
い
の
里

25
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
13
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

《
６
月
》

６
日
　
令
和
５
年
第
２
回
山
形
村
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

８
日
　
一
般
質
問

13
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

14
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

16
日
　
村
長
と
議
会
の
討
論
会

　
　
　
令
和
５
年
第
２
回
山
形
村
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
14
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

19
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

28
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議

　会

　日

　誌

議

　会

　日

　誌

議

　会

　日

　誌

村民と議会の交流会開催 !!村民と議会の交流会開催 !!村民と議会の交流会開催 !!

交流会１日目の様子

議会モニター
募集中!!

皆様のご応募
お待ちしています。

　
６
月
30
日
、
議
会

モ
ニ
タ
ー
に
応
募
さ

れ
た
方
々
に
、
議
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
交
付
式
に
は
、
応

募
者
、
議
長
及
び
議

会
モ
ニ
タ
ー
担
当
議

員
と
議
会
事
務
局
職

員
が
揃
い
、
初
め
て
の
試
み
に
緊
張
し
た
面
持
ち

の
中
、
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
さ
れ
た
方
々
は
次
の
４
氏
で
す
。

（
順
不
同
）

　
　
曽
根
原
　
　
覚 

氏（
下
大
池 

西
沖
連
絡
班
）

　
　
上
條
　
富
美
子 

氏（
上
竹
田 

四
ッ
谷
下
連
絡
班
）

　
　
百
瀬
　
文
貴 

氏（
下
竹
田 

南
中
連
絡
班
）

　
　
滝
澤
　
依
里 

氏（
上
竹
田 

中
村
東
連
絡
班
）

　
今
後
は
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
率
直
な
ご

意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
に

　
　委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
る

議
会
モ
ニ
タ
ー
に

　
　委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
る

議
会
モ
ニ
タ
ー
に

　
　委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
る

　
　
　
さ
と
る

ふ
　
み
　
こ

と
も
き

え
　
り

議長が委嘱状を交付

特集 村長と議会の討論会村長と議会の討論会

　村長と議会の初めての討論会が、６月16日本会議前の議会全員協議会で行な
われた。これは、４月に村長が提案し、議会改革を模索していた議会がこれに
応じ、６月定例会での実施が決定した。今回のテーマは「地域コミュニティの
現状と課題」。議会側からは、春日仁議員、大月民夫議員、百瀬昇一議員が代
表討論者として登壇した。議場には10余名が傍聴に来られ、緊張した雰囲気の
中で討論が始まった。初めての試みのためか、議論が噛み合わない討論会であ
ったことは否めないが、これを基に議論が深まれば良いと考える。

春日議員：討論会を終えて
　初の試みの討論会に臨みましたが、用意した提言もお題も消化不良とな
り、自分の力不足を深く反省する結果となりました。村の重要課題である
「地域コミュニティ」について、住民の皆様に少しでも関心を持ってもらう
きっかけになればと願います。

大月議員：コミュニティ今後のあり方議論の活発化に期待！
　公開討論会は初の試みで、具体的な解決策を明確に導き出すまでには至ら
なかったが、「連絡班組織」の今後のあり方議論が、活発化する突破口にな
ることを期待します。今、連絡班の仕組みの見直しを図らないと、解散・脱
会が連鎖的かつ急速に波及することを危惧しています。今回提言した中で次
の２点は、新たな仕組みづくりの「肝」になりそうです。
　・連絡班の役割を、『防災』、『情報の受発信』、『ごみステーション管理』の３点に絞り再構築を図る。
　・各種の地域組織は、組織・団体関係者が主体となり、連絡班に依存しない自治組織への転換を図る。
　賛否両論、自由闊達な議論の輪が老若男女問わず、村全体に広がることを期待します。

百瀬議員：村長との討論にあたって
　いよいよ、当村も地域コミュニティの崩壊が始まり、この問題での討論は、
今回は具体的なものとはなりませんでした。
　理事者に望むことは、地域コミュニティは村民の安全・安心の根幹です。
一定のルールの中での対応を願います。常会は、大切な地縁組織であり、あ
らゆる活動に必要な絆づくりの組織です。

村民代表　小坂区　寺西  正樹氏　コミュニティに関する討論会を傍聴して
　連絡班（常会）未加入世帯がついに38％となり、３つの連絡班が解散しました。これは、明らかに異常事
態です。このままでは、益々退会や解散が増えて村の活動ベースであるコミュニティが崩壊します。
　今回、村のコミュニティに関する討論会を傍聴しました。議員からは、冠婚葬祭等の繋がりを基本とす
る、任意組織の「常会」とは別に、村民共通の「防災・安否確認、村からの広報、ゴミ出し」の３点に限定
し、全村民が加入する「行政連絡班」を新たに設定し運営すべきとの提案があり、村長と本音を交えての討
論がされました。公式の場では初めてであり、とても意義有りと感じました。これを機に多くの人が参加す
る討論が広がることを期待します。その中で、ホントに納得できる解決策が見つかると思います。
　また、行政には、行政側のニーズで設定した連絡班なので、今後どのようにしていきたいのかをより具体
的に提示し、村民からの声を聴いて欲しいと思います。

討論に応じる本庄村長

村長に提言をする春日議員

村長と討論する大月議員

村長に意見する百瀬議員

写真提供：市民タイムス
討論会の動画はこちらからご覧いただけます。⇨
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村
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と
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会
と
の
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を
５
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日
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。
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催
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参
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は
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を
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ま
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が
低
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な
結
果
と
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り
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今
後
の
課

題
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
は
言
え
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
多
く
の
ご
意

見
や
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
厳
し

い
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
一
同
に
対
す
る

エ
ー
ル
と
考
え
、
今
以
上
に
議
員
活
動
に
邁
進
す
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　
交
流
会
は
、
今
回
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
反
省
を
生
か
し
、
村
民
の
意
見
を
聴
く
場
を
こ
れ

か
ら
も
作
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
参

加
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
は
、
貴

重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
出
　
敏
裕
）

《
４
月
》

９
日
　
山
形
村
消
防
団
総
合
訓
練

　
　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員

11
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

14
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
11
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会 

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

17
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
「
や
ん
ち
ゃ
キ
ッ
ズ
」
視
察

19
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

《
５
月
》

２
日
　
清
水
寺
八
十
八
夜
例
祭
　

８
日
　
第
12
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

17
日
　
戦
没
者
海
外
物
故
者
慰
霊
祭

20
日
　
村
民
と
議
会
の
交
流
会

　
　
　
　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

21
日
　
村
民
と
議
会
の
交
流
会

　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
ち
い
の
里

25
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
13
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

《
６
月
》

６
日
　
令
和
５
年
第
２
回
山
形
村
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

８
日
　
一
般
質
問

13
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

14
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

16
日
　
村
長
と
議
会
の
討
論
会

　
　
　
令
和
５
年
第
２
回
山
形
村
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
14
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

19
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

28
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議

　会

　日

　誌

議

　会

　日

　誌

議

　会

　日

　誌

村民と議会の交流会開催 !!村民と議会の交流会開催 !!村民と議会の交流会開催 !!

交流会１日目の様子

議会モニター
募集中!!

皆様のご応募
お待ちしています。

　
６
月
30
日
、
議
会

モ
ニ
タ
ー
に
応
募
さ

れ
た
方
々
に
、
議
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
交
付
式
に
は
、
応

募
者
、
議
長
及
び
議

会
モ
ニ
タ
ー
担
当
議

員
と
議
会
事
務
局
職

員
が
揃
い
、
初
め
て
の
試
み
に
緊
張
し
た
面
持
ち

の
中
、
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
さ
れ
た
方
々
は
次
の
４
氏
で
す
。

（
順
不
同
）

　
　
曽
根
原
　
　
覚 

氏（
下
大
池 

西
沖
連
絡
班
）

　
　
上
條
　
富
美
子 

氏（
上
竹
田 

四
ッ
谷
下
連
絡
班
）

　
　
百
瀬
　
文
貴 

氏（
下
竹
田 

南
中
連
絡
班
）

　
　
滝
澤
　
依
里 

氏（
上
竹
田 

中
村
東
連
絡
班
）

　
今
後
は
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
率
直
な
ご

意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
に

　
　委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
る

議
会
モ
ニ
タ
ー
に

　
　委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
る

議
会
モ
ニ
タ
ー
に

　
　委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
る

　
　
　
さ
と
る

ふ
　
み
　
こ

と
も
き

え
　
り

議長が委嘱状を交付

特集 村長と議会の討論会村長と議会の討論会

　村長と議会の初めての討論会が、６月16日本会議前の議会全員協議会で行な
われた。これは、４月に村長が提案し、議会改革を模索していた議会がこれに
応じ、６月定例会での実施が決定した。今回のテーマは「地域コミュニティの
現状と課題」。議会側からは、春日仁議員、大月民夫議員、百瀬昇一議員が代
表討論者として登壇した。議場には10余名が傍聴に来られ、緊張した雰囲気の
中で討論が始まった。初めての試みのためか、議論が噛み合わない討論会であ
ったことは否めないが、これを基に議論が深まれば良いと考える。

春日議員：討論会を終えて
　初の試みの討論会に臨みましたが、用意した提言もお題も消化不良とな
り、自分の力不足を深く反省する結果となりました。村の重要課題である
「地域コミュニティ」について、住民の皆様に少しでも関心を持ってもらう
きっかけになればと願います。

大月議員：コミュニティ今後のあり方議論の活発化に期待！
　公開討論会は初の試みで、具体的な解決策を明確に導き出すまでには至ら
なかったが、「連絡班組織」の今後のあり方議論が、活発化する突破口にな
ることを期待します。今、連絡班の仕組みの見直しを図らないと、解散・脱
会が連鎖的かつ急速に波及することを危惧しています。今回提言した中で次
の２点は、新たな仕組みづくりの「肝」になりそうです。
　・連絡班の役割を、『防災』、『情報の受発信』、『ごみステーション管理』の３点に絞り再構築を図る。
　・各種の地域組織は、組織・団体関係者が主体となり、連絡班に依存しない自治組織への転換を図る。
　賛否両論、自由闊達な議論の輪が老若男女問わず、村全体に広がることを期待します。

百瀬議員：村長との討論にあたって
　いよいよ、当村も地域コミュニティの崩壊が始まり、この問題での討論は、
今回は具体的なものとはなりませんでした。
　理事者に望むことは、地域コミュニティは村民の安全・安心の根幹です。
一定のルールの中での対応を願います。常会は、大切な地縁組織であり、あ
らゆる活動に必要な絆づくりの組織です。

村民代表　小坂区　寺西  正樹氏　コミュニティに関する討論会を傍聴して
　連絡班（常会）未加入世帯がついに38％となり、３つの連絡班が解散しました。これは、明らかに異常事
態です。このままでは、益々退会や解散が増えて村の活動ベースであるコミュニティが崩壊します。
　今回、村のコミュニティに関する討論会を傍聴しました。議員からは、冠婚葬祭等の繋がりを基本とす
る、任意組織の「常会」とは別に、村民共通の「防災・安否確認、村からの広報、ゴミ出し」の３点に限定
し、全村民が加入する「行政連絡班」を新たに設定し運営すべきとの提案があり、村長と本音を交えての討
論がされました。公式の場では初めてであり、とても意義有りと感じました。これを機に多くの人が参加す
る討論が広がることを期待します。その中で、ホントに納得できる解決策が見つかると思います。
　また、行政には、行政側のニーズで設定した連絡班なので、今後どのようにしていきたいのかをより具体
的に提示し、村民からの声を聴いて欲しいと思います。

討論に応じる本庄村長

村長に提言をする春日議員

村長と討論する大月議員

村長に意見する百瀬議員

写真提供：市民タイムス
討論会の動画はこちらからご覧いただけます。⇨



私
の
一
言

私
の
一
言

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

発
行
責
任
者議

　
　長

　
　百
瀬

　
　章

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
　小
出

　敏
裕

副
委
員
長

　
　大
池

　俊
子

委

　
　員

　
　竹
野
入
恒
夫

委

　
　員

　
　百
瀬

　
　章

委

　
　員

　
　百
瀬

　昇
一

委

　
　員

　
　三
澤

　一
男

　
６
月
16
日
、
第
２
回
議
会
定
例
会
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
中
に
は
、
議
会
初
の
議
会
と
村
長
の
討
論
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
配
信
し
て

い
る
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
村
議
会
で
は
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
５
月
に
村
民
の

皆
様
と
議
員
の
交
流
会
を
開
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
議
会
活
動
が
住
民
の
方
か
ら
は
、「
見
え

な
い
・
分
か
ら
な
い
」
と
の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
議
会
活

動
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
本
誌
や

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
発
信
者
側
（
議
会

や
村
）
は
、
発
信
し
て
し
ま
え
ば
伝
わ
っ
た
と
思
い
、
受
信

者
側
（
住
民
）
は
、
そ
の
媒
体
（
紙
・
電
子
媒
体
）
を
見
に

行
く
、
聴
く
意
思
が
無
け
れ
ば
情
報
伝
達
の
共
有
は
で
き
ま

せ
ん
。
国
の
進
め
る
「
D
X
」
や
生
成
A
I
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
」
な
ど
の
科
学
技
術
が
進
歩
し
、
利
便
性
が
向
上
し
た

と
し
て
も
永
遠
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
（
三
澤
　
一
男
）

　
お
詫
び

　
去
る
５
月
20
日
に
行
な
い
ま
し
た
「
村
民
と
議
会
の

交
流
会
」
の
開
始
時
間
を
間
違
え
て
掲
載
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

塩

　原

　明

　子
さ
ん
（
中
大
池
）

山
形
村
議
会
議
員
と
の
交
流
会
に
参
加
し
て

し
お

　
　は
ら

　
　あ
き

　
　こ

土

　田

　淳

　一
さ
ん
（
下
竹
田
）

連
絡
班
と
常
会
に
つ
い
て
の
私
見

つ
ち

　
　だ

　
　じ
ゅ
ん

　い
ち

お帰り
アサギマダラ

　
先
日
、
山
形
村
議
会
議
員

と
の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
交
流
会
は
「
こ
れ

か
ら
の
山
形
村
を
ど
の
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
か
？
【
ず

く
】
だ
し
て
村
づ
く
り
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
議
員
の
方
々
に
意
見
や
要
望
を
伝
え
る

貴
重
な
場
で
し
た
。（
女
性
は
私
を
含
め
て
２
人
だ

け
。
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
）

　
山
形
村
に
嫁
い
で
24
年
。
大
学
生
２
人
、
高
校
生
１

人
の
子
供
た
ち
も
、
地
域
の
い
ろ
ん
な
方
々
に
大
切
に

育
て
て
頂
き
、
一
段
落
す
る
の
も
あ
と
少
し
。
そ
ん
な

時
、
地
区
の
議
員
さ
ん
か
ら
こ
の
交
流
会
の
知
ら
せ
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
山
形
村
を
考
え
て
み
よ
う
、
何
か

私
に
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
行
事
な
ど
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
、
少
し
元
気
の
な
い
村
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
子
育
て
中
は
、
い
ろ
ん
な
行

事
や
役
員
な
ど
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
の
交

流
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
学
校
の
役
員
が
終
わ
っ
た
頃

か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
今
こ
そ
村
長
さ
ん
や
議
員
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
、
子
ど
も
や
若
者
を
地
域
で
支
え
て
育
て
る
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
再
構
築
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
老
若
男
女
ひ
と
り
一

人
が
積
極
的
に
参
加
で
き
、
生
き
が
い
や
役
割
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
世
代
を
超
え
て
伝
統
を
引
き
継
い
で
い

く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
私
も
何
か
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
連
絡
班
は
行
政
組
織
で
、

常
会
は
地
域
の
任
意
団
体
で

あ
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
概
ね

50
世
帯
を
一
連
絡
班
と
し
て

区
割
り
し
、
世
帯
の
増
減
に

合
わ
せ
10
年
単
位
で
見
直
す

な
ど
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

今
の
常
会
内
で
も
別
の
連
絡
班
に
な
っ
た
り
す
る
方
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
国
の
小
選
挙
区
も
そ
う
で
す
か
ら
、

そ
う
で
も
し
な
い
と
維
持
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
更
に
、

連
絡
班
の
単
位
を
大
き
く
し
て
も
、
役
職
の
数
は
現
状

以
下
に
す
べ
き
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
任
意
団
体
の
常
会
は
引
き
続
き
維
持
す
る
の
も
、
解

散
す
る
こ
と
も
、
ま
た
脱
退
す
る
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の

意
思
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
連
絡
班
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
実
感
で
き
る
よ
う
、
入
会
金
の
無
償
化
や
、
毎
年
指

定
ゴ
ミ
袋
を
一
定
数
を
無
償
配
布
す
る
な
ど
、
思
い
切

っ
た
施
策
も
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
や
行

事
が
ほ
ぼ
無
く
、
連
絡
班

未
加
入
の
よ
う
な
疑
似
体

験
を
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、

以
前
の
よ
う
に
戻
し
た
り
、

新
た
な
事
業
展
開
な
ど
は
、

非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま

す
。

コケイラン
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